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ごみのポイ捨てやめましょう。身近なマナーを守り環境美化へのご協力をお願いします。
　 地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問

額
減
税
さ
れ
ま
す
。
定
額
減
税
で

引
き
き
れ
な
い
額
が
あ
る
場
合
の

差
額
を
調
整
給
付
す
る
補
正
予
算

案
を
今
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
住
民
税
非
課
税

と
な
る
世
帯
、
新
た
に
住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
と
な
る
世
帯
に
対

し
、
１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
支

給
し
、さ
ら
に
当
該
世
帯
の
う
ち
、

18
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
世
帯
に
対
し
、
児
童
１
人
当
た

り
５
万
円
を
支
給
す
る
補
正
予
算

案
を
併
せ
て
今
議
会
に
提
出
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
補
正
予
算
可

決
後
、
早
急
に
給
付
金
が
支
給
で

き
る
よ
う
作
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
５
月
16
日
に
、
災
害
初
期
に
避

難
所
を
担
当
す
る
市
職
員
に
よ
る

避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
災
害
発
生
直
後
か
ら
迅
速
な

避
難
所
の
設
置
、
避
難
者
の
受
け

付
け
・
受
け
入
れ
方
法
な
ど
、
災

害
発
生
後
の
円
滑
な
避
難
所
の
開

設
に
向
け
た
対
応
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
、
６
月
30
日
に
市
内
全
域

の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
お
住

ま
い
の
方
々
を
対
象
と
し
た
土
砂

災
害
避
難
訓
練
、
10
月
６
日
に
増

穂
小
学
校
を
会
場
と
し
た
総
合
防

災
訓
練
、３
月
中
旬
に
白
里
地
区
・

福
岡
地
区
の
一
部
を
対
象
と
し
た

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
土
砂
災
害
避
難
訓
練
で
は
、
自

主
防
災
組
織
を
対
象
と
す
る
避
難

　
既
に
基
盤
整
備
を
完
了
し
て
い

ま
す
が
、
残
る
１
名
の
権
利
者
と

の
損
失
補
償
協
議
が
成
立
す
る
見

込
み
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
土

地
区
画
整
理
法
に
基
づ
き
、
千
葉

県
収
用
委
員
会
へ
裁
決
申
請
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
、
収
用
委
員
会
に
お
い
て

審
理
や
調
査
が
行
わ
れ
、
損
失
補

償
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
引
き

続
き
、
事
業
完
了
に
向
け
適
切
に

対
応
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

令
和
６
年
度
分
の
個
人
住
民
税

は
、
納
税
義
務
者
お
よ
び
配
偶
者

を
含
め
た
扶
養
親
族
１
人
に
つ

き
、
所
得
税
か
ら
３
万
円
、
個
人

住
民
税
所
得
割
か
ら
１
万
円
が
定

　
令
和
５
年
度
会
計
は
、
決
算
を

調
製
中
で
す
が
、
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
実
施
し
た
「
元
気
回
復

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
」
や
「
給
食
費

負
担
軽
減
対
策
」
の
ほ
か
、
子
育

て
世
帯
・
低
所
得
世
帯
・
市
内
事

業
者
へ
の
各
種
支
援
事
業
な
ど
に

よ
り
、
一
般
会
計
に
お
け
る
決
算

規
模
は
歳
出
ベ
ー
ス
で
１
６
９
億

円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
を

は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
が
十
分

に
確
保
で
き
た
こ
と
や
、
基
幹
財

源
で
あ
る
市
税
も
前
年
度
を
上
回

る
見
通
し
で
あ
り
、
実
質
収
支
は

８
億
円
程
度
の
黒
字
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
前
年
度
比

１
．５
倍
の
８
億
７
，０
０
０
万

円
に
達
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
、

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
の
市

内
ゴ
ル
フ
場
へ
の
設
置
を
は
じ

め
、
返
礼
品
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
拡
充
、
寄
附
者
と
の
継
続
的
な

つ
な
が
り
の
構
築
な
ど
、
引
き
続

き
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
自
主

財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る

ご
夫
婦
に
、
治
療
費
の
一
部
助
成

を
昨
年
４
月
か
ら
開
始
し
、
こ
れ

ま
で
15
組
に
対
し
て
助
成
を
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
事
業
を

推
進
し
、
不
妊
治
療
に
か
か
る
経

済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
が

進
め
る
「
新
ご
み
処
理
施
設
整
備

事
業
」
は
、
事
業
執
行
に
係
る
課

題
を
整
理
す
る
た
め
、
一
時
中
断

し
て
い
ま
し
た
。
令
和
６
年
第
１

回
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
議

会
臨
時
会
で
、
新
施
設
の
建
設
お

よ
び
運
営
に
係
る
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
を

含
む
構
成
市
町
に
対
し
、
事
業
を

再
開
し
て
い
く
旨
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
施
設
は
今
後
の
市
民

生
活
に
直
結
す
る
案
件
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
が
事
業
の

　
３
月
11
日
に
第
２
回
道
の
駅
整

備
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後

の
検
討
の
進
め
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
18
日
に
商
工
会
青
年
部
を

対
象
と
し
た
道
の
駅
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
白

里
地
区
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
ほ
か
、
４

月
に
市
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
４
回
開
催

し
、
白
里
地
区
の
課
題
や
強
み
、

活
性
化
の
方
法
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
に
、
第
３
回
道
の
駅

整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
や
提
案

を
踏
ま
え
、
道
の
駅
の
コ
ン
セ
プ
ト

や
整
備
方
針
を
審
議
し
ま
し
た
。

　「
大
網
白
里
市
空
家
等
の
適
切

な
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
本
年

４
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

　
本
条
例
に
基
づ
き
「
大
網
白
里

市
空
家
等
対
策
協
議
会
」
を
５
月

13
日
に
設
置
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
協
議
会
に
お
い
て
「
大

網
白
里
市
空
家
等
対
策
計
画
」
の

策
定
を
進
め
ま
す
。

　
海
開
き
式
を
７
月
３
日
に
実
施

し
、
６
日
か
ら
８
月
25
日
ま
で
の

51
日
間
の
日
程
で
海
水
浴
場
を
開

設
す
る
予
定
で
す
。

　
期
間
中
は
、
夏
期
観
光
安
全
対

策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
機
関
並

び
に
諸
団
体
と
協
力
の
上
、
来
遊

客
の
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
お
お
あ
み
し
ら
さ
と
の
花
火
」

は
、
７
月
27
日
に
開
催
し
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

　
出
産
直
後
の
母
子
に
対
し
て
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
支
援
体
制
を
確
保
す

る
た
め
に
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
利
用
者

の
負
担
軽
減
措
置
を
す
べ
て
の
世

帯
に
拡
大
し
、
子
育
て
家
庭
に
対

し
産
後
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
病
児
保
育
は
、
本
年
４
月
１
日

よ
り
小
中
地
区
の
「
あ
ひ
る
保
育

園
」内
で
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
開

設
当
初
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
で

運
営
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
を

も
っ
て
指
定
期
間
が
満
了
と
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
創
意
工
夫
に
よ
る
安
定
的
な

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を

継
続
す
る
予
定
で
す
。

　
市
直
営
の
６
つ
の
学
童
保
育
室

は
、
昨
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
施
設
の
運
営
面

や
市
の
事
務
の
効
率
化
な
ど
を
勘

案
し
、
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
と

学
童
保
育
室
を
一
つ
に
ま
と
め
た

　
５
月
31
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
、
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
開
会
日
に
市
長
事
務

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
可
決
議
案
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　千葉県男女共同参画推進員は、地
域の実情に通じ、男女共同参画の推
進に熱意を有する市民として、県知
事の委嘱を受け、県や市とのパイプ
役となり活動しています。
　本年度本市からは２人が委嘱され
ました。
◇千葉県男女共同参画地域推進員
（敬称略）
　今井　　子
　澤畑　道子
　 地域づくり課市民協働推進班
　 ☎０４７５（７０）０３４２
問

千葉県男女共同参画
地域推進員を委嘱

財
政
関
係

防
災
関
係

子
育
て
支
援

少
子
化
対
策

　
３
月
６
日
に
イ
オ
ン
ラ
イ
フ
株

式
会
社
と
「
終
活
提
携
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
協
定
に
基
づ
き
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
配
布
や
市
民

向
け
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

道
の
駅
の
整
備
検
討

観
光
関
係

空
家
対
策

学
校
教
育

　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
が

「
登
録
博
物
館
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
常
設
の
展
示
施
設
を
持
た
な

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に

資
料
を
公
開
し
て
い
る
博
物
館
と

し
て
、
全
国
初
の
事
例
で
す
。

　
昨
年
４
月
に
博
物
館
法
が
70
年

ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
展
示
施
設
を

持
た
な
く
と
も
博
物
館
法
に
よ
る

登
録
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
本

市
の
取
り
組
み
と
、
改
正
さ
れ
た

博
物
館
法
の
趣
旨
と
が
合
致
し
た

こ
と
か
ら
、
千
葉
県
に
申
請
し
、
３

月
29
日
付
け
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
網
白
里
市

デ
ジ
タ
ル
博
物
館

物
価
高
騰
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
市
民
へ
の
支
援

令
和
６
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会 

市
長
事
務
報
告
概
要

大
網
駅
周
辺
の

排
水
対
策

大
網
駅
東
土
地
区
画

整
理
事
業

環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み

形
で
、
公
募
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
指
定
管
理
候
補
者
を
選

定
し
た
上
で
、
次
回
の
定
例
会
に

お
い
て
、
関
連
議
案
を
提
出
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
す
べ
て
の
妊
婦
・

子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
、出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

進
捗
の
状
況
を
把
握
で
き
る
情
報

発
信
に
努
め
る
よ
う
、
清
掃
組
合

に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
は
６
月
２
日
に

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
ご
み
の

減
量
化
と
３
Ｒ
活
動
の
周
知
啓
発

の
強
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
は
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
を
試
験
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
生

ご
み
の
更
な
る
減
量
化
を
図
る
た

め
「
生
ご
み
た
い
肥
化
装
置
等
設

置
費
補
助
金
」の
補
助
限
度
額
を
、

６
月
１
日
よ
り
増
額
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
千
葉
県
で
二
級
河
川
小
中
川
改

修
事
業
を
進
め
て
お
り
、市
で
は
、

準
用
河
川
金
谷
川
改
修
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
の
台
風

13
号
の
接
近
に
伴
う
大
雨
に
よ
る

大
網
駅
周
辺
の
浸
水
被
害
を
受

け
、
内
水
対
策
の
必
要
性
も
改
め

て
認
識
し
た
こ
と
か
ら
、今
年
度
、

国
に
お
い
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た

「
内
水
被
害
等
軽
減
対
策
計
画
」

の
令
和
７
年
度
策
定
に
向
け
て
、

千
葉
県
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
計
画
で
示
さ
れ
る
内
水

対
策
事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討

を
行
い
、
大
網
駅
周
辺
の
排
水
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
の
大
雨
に
よ

り
浸
水
が
発
生
し
た
主
要
な
幹
線

排
水
路
等
の
浚
渫
お
よ
び
掘
削
を

行
う
た
め
の
補
正
予
算
案
を
今
議

会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
児
童
生
徒
数
の
減
少

や
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
と
い
う

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
７

月
に
「
大
網
白
里
市
学
校
の
あ
り

方
検
討
審
議
会
」
を
設
置
し
て
以

降
、
４
度
の
審
議
会
を
経
て
、
４
月

４
日
に
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
、

「（
仮
称
）
大
網
白
里
市
立
小
・
中

学
校
再
編
基
本
計
画
」
の
策
定
に

着
手
し
ま
す
。

所
運
営
訓
練
を
併
せ
て
実
施
し
、

本
市
の
防
災
力
の
さ
ら
な
る
向
上

が
図
れ
る
よ
う
、
自
助
・
共
助
・

公
助
が
連
携
し
た
実
践
的
で
効
果

的
な
訓
練
に
努
め
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

す
。
開
催
当
日
は
、
海
岸
な
ら
で

は
の
水
中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
は
じ

め
、
多
く
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る

予
定
で
す
。

　
詳
細
が
ま
と
ま
り
次
第
、
各
種

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
情
報
発
信

し
ま
す
。

№687 2024.7.13

不法投棄は犯罪です。絶対に行わないでください。土地を所有する方は、草刈りやごみ拾い、フェンスやロープの設置などにご協力ください。
　 地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

・
国
民
健
康
保
険
＝
桃
色

・
後
期
高
齢
者
医
療
＝
緑
色

▼
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
＝

令
和
６
年
８
月
１
日
㈭
か
ら
１
年
間

※

令
和
７
年
７
月
31
日
㈭
ま
で
に

　
75
歳
に
な
る
方
を
除
く
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
に
伴
い
、
12
月
２
日

㈪
以
降
は
現
行
の
保
険
証
が
新
規

発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
今
回

郵
送
す
る
新
し
い
保
険
証
は
、
12

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
証
は
、
８
月
に

更
新
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
末
日

ま
で
に
書
留
郵
便
で
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
８
月
１
日
㈭
か
ら
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
保

険
証
は
市
役
所
に
返
却
す
る
か
、

は
さ
み
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
式
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
携
帯
に
便
利
で
す

が
紛
失
す
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
重
要
な
も
の
で
す
の
で
大
切
に

保
険
証
の
一
斉
更
新

　
　〜
保
険
証
は
大
切
に
〜

令和6 年度国民健康保険税

問

●「納付・免除・猶予の対応をした場合」と「未納の場合」とでの
　年金受給の際の違い

問申

　国民年金保険料の納付が困難な場合は、納付の免除・猶予
を申請することができます。
　未納が続くと、障害基礎年金や遺族基礎年金が受け取れな
い場合がありますのでご注意ください。
　令和６年度の免除申請等は、７月１日㈪から受け付けていま
す。対象期間は、令和６年７月～令和７年６月です。
　また、免除については、過去２年（申請月の２年１か月前の月分）
まで遡って申請ができます。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になった
ものの、申請を忘れていたことなどにより未納期間がある方は、
市民課高齢者医療年金班または年金事務所で手続きが必要です
（郵送による申請も可能です）。
▶申請に必要なもの＝本人確認できるもの、基礎年金番号がわ
かるもの
※失業等で申請を行う方は、雇用保険受給資格者証（雇用保
　険被保険者離職票）等を持参してください。

保険料を納めた場合と比べた「受け取る年金額の割合」（平成 21 年 4
月以降の免除期間）
●全額免除の場合：２分の１　●４分の３免除の場合：８分の５
●半額免除の場合：８分の６　●４分の１免除の場合：８分の７
一部免除は、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。
平成28年７月１日より、納付猶予制度の対象年齢が30歳未満から50
歳未満に拡大されました。

　国民健康保険は病気やけがをしても安心し
て治療を受けられるよう、加入者の皆さんで
保険税を出し合い医療費に備える制度です。
◇令和６年度税制改正に伴う変更
①課税限度額の引き上げ（別表①）
②軽減判定所得基準額の見直し（別表②）
　世帯主および被保険者全員の前年の所得金
額が、一定金額を超えない世帯に適用される
軽減判定の所得基準額が変わります。
※所得の確認ができない（申告をしていない）
　方がいる世帯は軽減が適用されません。

◇納税通知書の発送
　令和６年度の国民健康保険税納税通知書を
７月中旬に発送します。第１期納期限は７月
31日㈬です。期限内納付にご理解とご協力を
お願いします。保険税の税率や計算方法等は、
納税通知書と同封の国民健康保険税のしおり
をご確認ください。
▶納付方法
　口座振替または納付書の裏面に記載されて
いる金融機関やコンビニエンスストアのほか、
スマホ決済、地方税お支払いサイトでの納付
も可能です。
※スマホ決済および地方税お支払いサイトでは
　領収証は発行されません。
▶特別徴収から普通徴収に変更となる場合
　昨年度において特別徴収（年金からの天引
き）により納付いただいていた方でも、今年
度から普通徴収（納付書または口座振替によ
る納付）に変更となっている場合があります
ので、必ず納税通知書をご確認ください。
◇保険税の軽減・免除制度
　申請により保険税が減額または免除される
ことがあります。詳細は市ホームページをご覧
いただくか、問い合わせください。
〈非自発的離職者の軽減〉
　会社の倒産や雇い止めなど、非自発的な理
由により離職した方の保険税が軽減されます。
▶対象＝次のすべてに該当する方
・非自発的理由により離職し、離職の時点で
65歳未満であること
・公共職業安定所（ハローワーク）が発行す
る雇用保険受給資格者証をお持ちの方で、次

の離職理由コードに該当する方（11・12・
21・22・23・31・32・33・34）
※高年齢受給資格者証または特例受給資格者
　証をお持ちの方は対象となりません。
▶軽減内容＝対象者の給与所得を100分の30
とみなして税額を算定
▶対象期間＝離職日の翌日の属する月から翌
年度末までの期間
▶申込方法＝雇用保険受給資格者証を持参の
上、市民課または白里出張所で申請
〈産前産後期間の免除制度〉
　国民健康保険の加入者で妊娠85日（４か月）
以上の出産をした（する）方の保険税が、一定
期間免除されます（死産・流産・早産を含む）。
出産（予定）日の６か月前から申請できます。
▶免除対象期間
・単胎妊娠＝出産（予定）日が属する月の前月
から４か月分
・多胎妊娠＝出産（予定）日が属する月の３か
月前から６か月分
▶申込方法＝母子健康手帳、本人確認書類を
持参の上、税務課で申請
〈その他の減免制度〉
　世帯主および被保険者が特別な事由に該当
し、一定の要件を満たす場合、申請により保
険税が減額または免除されることがあります。
（例＝世帯員全員が生活保護法による生活保
護を受ける場合、災害による被災のため生活
が著しく困難と認められる場合、刑務所や少
年院等に拘禁または収容されている場合 など）
　・　 税務課市民税班
　 ☎０４７５（７０）０３２１

国民年金保険料の免除申請を受け付けています

ね ん き ん ナ ビ

　 　  千葉年金事務所　☎043（242）6320
　市民課高齢者医療年金班　☎0475（70）0336

医療分

支援金分

介護分

年間税額

7割

5割

2割

変更無し

24万円

変更無し

106万円

65万円

22万円

17万円

104万円

改正後

課税限度額

区　分 改正前

申 問・

▲国民健康保険被保険者証（新） ▲後期高齢者医療被保険者証（新）

軽減割合
軽減対象の世帯所得基準額

43万円＋(29.5万円×被保険者数等の合算数)
＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

43万円＋(54.5万円×被保険者数等の合算数)
＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

43万円＋(29万円×被保険者数等の合算数)
＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

43万円＋｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝
以下

43万円＋(53.5万円×被保険者数等の合算数)＋
｛10万円×(給与所得者等の数－１)｝以下

年金の受給資格
期間に・・・

老齢基礎年金額
の計算に・・・

含まれる 含まれる 含まれる 含まれない

含まれる 含まれる
（注1）

含まれる
（注1・2）

含まれる
（注2）

含まれない含まれない

納付 全額免除 一部免除 納付猶予（注3）
（学生納付特例） 未納

改正後 改正前

変更無し

（注１） 

（注２） 
（注３） 

月
２
日
㈪
以
降
も
保
険
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
ま
で
使
用

で
き
ま
す
の
で
、
処
分
せ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
12
月
２

日
㈪
以
降
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
、
新
し
い
保

険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前

に
、
保
険
証
に
代
え
て
使
用
で
き

る
、「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
す
る

予
定
で
す
。

　
市
民
課
国
保
班
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市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
６

●別表①

●別表②

問

令和６年度後期高齢者医療保険料額が決定します
　令和６年度の後期高齢者医療保険料額につ
いて、7月中に決定通知書を発送します。
　なお、昨年度に年金から天引きで納付いた
だいた方でも、今年度から納付書での納付ま
たは口座振替に変更となっている場合がありま
すので、必ず決定通知書をご確認ください。
▶保険料額（千葉県内のすべての市町村で同率）
・所得割率＝9.11％（令和 5 年中の賦課のもと
となる所得金額が58万円以下の場合、8.45%）
・均等割額＝43,800円
・賦課限度額＝80万円（生年月日が昭和 24
年 3月31日以前の方等は73万円）

※保険料の軽減等の詳しい内容については、7
　月中に郵送する保険証と同封のご案内をご
　覧ください。
※申告書を提出した時期等によっては、税情
　報を利用する保険料の算定への反映が間に
　合わない場合があります。この場合、８月
　以降、税情報が確認できた後に変更の通知
　等が送付されます。
　千葉県後期高齢者医療広域連合
　☎０４３（３０８）６７６８
　市民課高齢者医療年金班
　☎０４７５（７０）０３３６


